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市
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各
地
で
運
動
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が
行
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。

　
高
田
小
学
校
で
は
全
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児
童
の
２
８
５
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こ
れ
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で
一
生
懸
命
練
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て
き
た
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
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、
優
勝
を
目
指
し
な
が
ら
元
気
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っ
ぱ

い
に
、
徒
競
走
や
ダ
ン
ス
、
応
援
合
戦
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
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さ
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さ
ん
が
見
守
る
中
、
熱
い
声
援
が
飛
び
交
い
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
弾
け
て
い
ま
し
た
。

元
気
い
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２０１２年（平成２４年）　１月１日号　②２０１３年（平成２５年）　６月１日号　②

Facebook 活用講座

防災講座

市の予算について

ごみ問題

国民年金の話

身近な税金～市民税

身近な税金～固定資産税

身近な税金～国民健康保険税

後期高齢者医療制度について

国民健康保険について

特定検診・特定保健指導について

まちづくり戦略室

防災対策室

財　政　課

市民環境課

市民環境課

税　務　課

税　務　課

税　務　課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

長寿社会課

長寿社会課

長寿社会課

社会福祉課

社会福祉課

社会福祉課

水道事業所

市民環境課

市民環境課

市民環境課

市民環境課

消　防　署

消　防　署

商工観光課

商工観光課

学校教育課

学校教育課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

図　書　館

博　物　館

博　物　館

博　物　館

議会事務局

一関公証役場

盛岡地方検察庁

個人、団体、企業などの情報発信や共有のための活用方法について

災害から身を守るにはどうすべきか。（減災の観点から考える）地震編、風水害編

市の予算・決算などについて

ごみ問題について

国民年金の制度・給付など

市民税のしくみ・役割など

固定資産税のしくみ・役割など

国民健康保険税のしくみ・役割など

後期高齢者医療制度の概要

国民健康保険制度の概要

「特定検診・特定保健指導とは？」制度の仕組みなど

歯周病の予防について

玄米ニギニギ体操の実践指導

たばこの害や禁煙について

「生活習慣病とはなにか」予防方法について

減塩について（講話）【新規】

減塩のコツを実践指導（調理実習）【新規】

生活習慣病予防のための食生活について（講話）

生活習慣病予防のための食生活の実践指導（調理実習）

体はいくつからでも機能向上ができます。まず軽い運動から始めてみましょう。

「たくさん」より「まんべんなく」の高齢者食事ポイントを学びます。

おいしく食べ、元気に笑いたい「歯つらつ体操」を一緒に行います。

介護保険制度について

高齢者に対する福祉サービスの概要

認知症の症状、認知症の人との関わり方、治療や予防について

心の健康に関すること

児童福祉について

障がい者福祉について

毎日の生活に欠かすことのできない大切な水が、各家庭や事業所に行き届く
ための水道の概要がわかります。

環境問題について

防犯について

消費者トラブルについて

交通安全指導・対策について

心肺蘇生法、応急手当

家庭での火災予防、消火器取り扱い、住宅用火災警報器

太鼓フェスティバルについて

市内観光コースについて

陸前高田市のキャリア教育のねらいや各小中学校で展開されているキャリア
教育の取り組みの紹介など

読書活動の現状と各学校における実践紹介、陸前高田市子ども読書プランの説明

家庭での教育のあり方や心の成長について家庭教育手帳に基づき解説

生涯学習とは？　その必要性について解説

学校、家庭、住民等が総ぐるみで地域の教育課題の解決に自主的に取り組む
教育運動について解説

絵本の読みきかせとストーリーテリング（素話）で物語の世界へ

三陸の海はなぜ豊かなのか。環境、生物、文化の視点から解説

岩手博物界の太陽鳥羽源蔵先生と宮沢賢治との関係を解説

大津波後に展開された文化財レスキューと資料を保存することの意義について解説

議会制度と議会の役割など

※事前申し込みは１か月前までなどの条件有り。詳細については生涯学習課

　までお問い合わせください。

・歯の話

・運動実技（玄米ニギニギ体操ほか）

・タバコの話

・生活習慣病予防について

・簡単体操で元気はつらつ！

・元気になる食事

・お口の元気アップ !

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

児童・生徒を対象にした IT 対象（出会い系など）講座【新規】

道路交通法について【新規】

最近の犯罪情勢と予防対策について【新規】

食品表示の見方【新規】

食品の放射性物質汚染に関する講習会【新規】

①赤十字の仕組みと活動【新規】

②救急法講習【新規】

③高齢者への援助を学ぶ（健康生活支援講習）【新規】

④赤十字について【新規】

⑤医療の仕事を知る【新規】

⑥病院の仕事ってどんな感じかな？【新規】

⑦将来、赤十字病院で働こう【新規】

⑧献血ってなんだろう？【新規】

⑨血液の不思議【新規】

⑩乳児院ってどんなところ？【新規】

⑪乳児院の役割について【新規】

⑫特別養護老人ホームについて【新規】

⑬車椅子のハンディキャップについて【新規】
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52
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54
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56

57

58

59

60

61

介護保険制度

高齢者福祉サービス

認知症を正しく理解しよう　

心の健康教室

児童福祉

障がい者福祉

陸前高田市の上水道

環境問題

防犯について

消費者トラブルについて

交通安全の話

応急手当について

家庭の防火

太鼓フェスティバルのはなし【新規】

市内観光コース【新規】

陸前高田市のキャリア教育って何？

陸前高田市の読書教育について

家庭教育のあり方

生涯学習のすすめ

教育振興運動について 

出前おはなし会

奇跡の海　三陸　　　　　　

鳥羽源蔵先生と宮沢賢治

ふるさとの宝は失われていない！～文化財レスキューと資料の保護～

議会のしくみ

相続と遺言

公証役場と遺言制度

任意後見制度

刑事事件手続きの概要と検察庁の役割
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市

　
　
　政

健

　
　康

　
　／

　
　福

　
　祉

講　　座　　名 担 当 課 内　　　　　　容No分野

健
康
教
室

栄
養
教
室

介
護
予
防
教
室

・栄養講話

・調理実習

環 

境

防
犯

環
境

歴
史
文
化

安 

全

ＩＴ

防災

議会

教

　育

　／

　教

　養

公
的
機
関

大船渡警察署
高田幹部交番

※事前申し込みは１か月前までなどの条件有り。詳細については生涯学習課

　までお問い合わせください。

※事前申し込みは１か月前までなどの条件有り。詳細については生涯学習課
　までお問い合わせください。

災害に備えて何を準備しているの？

ＡＥＤを用いた心肺蘇生

高齢者を理解し、地域や家庭での援助方法・健やかな生活のための知識

人間が人間らしく生きるために～１つの道～

病院ではたらく人たち・どうして看護師さんになったの？

チームで働くということ・医療で日常を守る大切さ

医師になるためには・看護師は女性だけではないこと知ってる？

献血はどうして必要なの？・どんな人が献血するの？

血液の働きについて・血液型ってなに？

どこにあるの？・どんなことをしているの？

なぜ必要なの？・どんな人が利用しているの？

特別養護老人ホームってなに？・どんな人が利用しているの？

段差、スロープなどを車椅子などで体験や介助

開催：

６月３日（月）

から

市内の各小中

学校が対象で

す。詳細につ

いては生涯学

習課までお問

い合わせくだ

さい。

公

　
　的

　
　機

　
　関

岩手県県民
くらしの安全課

　本市の生涯学習推進本部では、「生涯学習出前講座」を開講しています。
　市民の皆さんが自主的に開催する講座や集会に、市職員や公的機関の職員が講師として出張します。地
域や職場などで誘い合いのうえ、ぜひご利用ください。

▽出前講座メニュー

講座メニューは全部で６１生涯学習出前講座のお知らせ生涯学習出前講座のお知らせ



③

Facebook 活用講座

防災講座

市の予算について

ごみ問題

国民年金の話

身近な税金～市民税

身近な税金～固定資産税

身近な税金～国民健康保険税

後期高齢者医療制度について

国民健康保険について

特定検診・特定保健指導について

まちづくり戦略室

防災対策室

財　政　課

市民環境課

市民環境課

税　務　課

税　務　課

税　務　課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

長寿社会課

長寿社会課

長寿社会課

社会福祉課

社会福祉課

社会福祉課

水道事業所

市民環境課

市民環境課

市民環境課

市民環境課

消　防　署

消　防　署

商工観光課

商工観光課

学校教育課

学校教育課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

図　書　館

博　物　館

博　物　館

博　物　館

議会事務局

一関公証役場

盛岡地方検察庁

個人、団体、企業などの情報発信や共有のための活用方法について

災害から身を守るにはどうすべきか。（減災の観点から考える）地震編、風水害編

市の予算・決算などについて

ごみ問題について

国民年金の制度・給付など

市民税のしくみ・役割など

固定資産税のしくみ・役割など

国民健康保険税のしくみ・役割など

後期高齢者医療制度の概要

国民健康保険制度の概要

「特定検診・特定保健指導とは？」制度の仕組みなど

歯周病の予防について

玄米ニギニギ体操の実践指導

たばこの害や禁煙について

「生活習慣病とはなにか」予防方法について

減塩について（講話）【新規】

減塩のコツを実践指導（調理実習）【新規】

生活習慣病予防のための食生活について（講話）

生活習慣病予防のための食生活の実践指導（調理実習）

体はいくつからでも機能向上ができます。まず軽い運動から始めてみましょう。

「たくさん」より「まんべんなく」の高齢者食事ポイントを学びます。

おいしく食べ、元気に笑いたい「歯つらつ体操」を一緒に行います。

介護保険制度について

高齢者に対する福祉サービスの概要

認知症の症状、認知症の人との関わり方、治療や予防について

心の健康に関すること

児童福祉について

障がい者福祉について

毎日の生活に欠かすことのできない大切な水が、各家庭や事業所に行き届く
ための水道の概要がわかります。

環境問題について

防犯について

消費者トラブルについて

交通安全指導・対策について

心肺蘇生法、応急手当

家庭での火災予防、消火器取り扱い、住宅用火災警報器

太鼓フェスティバルについて

市内観光コースについて

陸前高田市のキャリア教育のねらいや各小中学校で展開されているキャリア
教育の取り組みの紹介など

読書活動の現状と各学校における実践紹介、陸前高田市子ども読書プランの説明

家庭での教育のあり方や心の成長について家庭教育手帳に基づき解説

生涯学習とは？　その必要性について解説

学校、家庭、住民等が総ぐるみで地域の教育課題の解決に自主的に取り組む
教育運動について解説

絵本の読みきかせとストーリーテリング（素話）で物語の世界へ

三陸の海はなぜ豊かなのか。環境、生物、文化の視点から解説

岩手博物界の太陽鳥羽源蔵先生と宮沢賢治との関係を解説

大津波後に展開された文化財レスキューと資料を保存することの意義について解説

議会制度と議会の役割など

※事前申し込みは１か月前までなどの条件有り。詳細については生涯学習課

　までお問い合わせください。

・歯の話

・運動実技（玄米ニギニギ体操ほか）

・タバコの話

・生活習慣病予防について

・簡単体操で元気はつらつ！

・元気になる食事

・お口の元気アップ !

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

児童・生徒を対象にした IT 対象（出会い系など）講座【新規】

道路交通法について【新規】

最近の犯罪情勢と予防対策について【新規】

食品表示の見方【新規】

食品の放射性物質汚染に関する講習会【新規】

①赤十字の仕組みと活動【新規】

②救急法講習【新規】

③高齢者への援助を学ぶ（健康生活支援講習）【新規】

④赤十字について【新規】

⑤医療の仕事を知る【新規】

⑥病院の仕事ってどんな感じかな？【新規】

⑦将来、赤十字病院で働こう【新規】

⑧献血ってなんだろう？【新規】

⑨血液の不思議【新規】

⑩乳児院ってどんなところ？【新規】

⑪乳児院の役割について【新規】

⑫特別養護老人ホームについて【新規】

⑬車椅子のハンディキャップについて【新規】
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53

54

55

56

57

58

59

60

61

介護保険制度

高齢者福祉サービス

認知症を正しく理解しよう　

心の健康教室

児童福祉

障がい者福祉

陸前高田市の上水道

環境問題

防犯について

消費者トラブルについて

交通安全の話

応急手当について

家庭の防火

太鼓フェスティバルのはなし【新規】

市内観光コース【新規】

陸前高田市のキャリア教育って何？

陸前高田市の読書教育について

家庭教育のあり方

生涯学習のすすめ

教育振興運動について 

出前おはなし会

奇跡の海　三陸　　　　　　

鳥羽源蔵先生と宮沢賢治

ふるさとの宝は失われていない！～文化財レスキューと資料の保護～

議会のしくみ

相続と遺言

公証役場と遺言制度

任意後見制度

刑事事件手続きの概要と検察庁の役割
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　政

健

　
　康
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　福

　
　祉
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大船渡警察署
高田幹部交番

※事前申し込みは１か月前までなどの条件有り。詳細については生涯学習課

　までお問い合わせください。

※事前申し込みは１か月前までなどの条件有り。詳細については生涯学習課
　までお問い合わせください。

災害に備えて何を準備しているの？

ＡＥＤを用いた心肺蘇生

高齢者を理解し、地域や家庭での援助方法・健やかな生活のための知識

人間が人間らしく生きるために～１つの道～

病院ではたらく人たち・どうして看護師さんになったの？

チームで働くということ・医療で日常を守る大切さ

医師になるためには・看護師は女性だけではないこと知ってる？

献血はどうして必要なの？・どんな人が献血するの？

血液の働きについて・血液型ってなに？

どこにあるの？・どんなことをしているの？

なぜ必要なの？・どんな人が利用しているの？

特別養護老人ホームってなに？・どんな人が利用しているの？

段差、スロープなどを車椅子などで体験や介助

開催：

６月３日（月）

から

市内の各小中

学校が対象で

す。詳細につ

いては生涯学

習課までお問

い合わせくだ

さい。

公

　
　的

　
　機

　
　関

岩手県県民
くらしの安全課

　　加 藤 幸 子　作家

　このたび、陸前高田市を支援したいとの話があり、芥川賞作家

の加
か

藤
とう

幸
ゆき

子
こ

さん（東京都在住）を招いて読書会を開催することに

なりました。

　テキストの本は市立図書館にあります。楽しく自由に読める小

説です。

　事前に読んで、お気軽に参加してください。

▽対象　市内に在住、在勤、在学している５人以上の団体など。

▽開催時間・会場　原則午前９時から午後９時までの間で２時間以内とし、会場は市内に限ります。会

　場の手配や催しの周知などは、主催する皆さんにお願いします。

▽講師料　講師料は無料です。講座に必要な材料などがある場合は、事前に用意してください。

▽申込方法

　①　生涯学習推進本部事務局（生涯学習課）に問い合わせてください。

　②　開催希望日の１４日前までに所定の申込書に必要事項を記入し、生涯学習課に申請してください。

　　　申込書は市役所生涯学習課または各公民館に備えつけのものを使用するか、ホームページからダ

　　ウンロードしてください。

　③　担当課と協議のうえ、決定通知書を送付します。

　④　出前講座を開催した後に報告書を提出していただきます。

　詳しくは、生涯学習推進本部事務局（生涯学習課内）（内線２５４）まで。

札幌生まれ。１９８３年「夢の壁」で芥川賞受賞。

主な作品「野餓鬼のいた村」「長江」「島に戦争が来た」など。

現在、日本文芸家協会評議員、北海道立文学館顧問など。

加　藤　幸　子 氏

▽日時　　８月４日（日）午後１時３０分～３時３０分

▽場所　　市役所　東棟第７会議室

▽テキスト　「家のロマンス」　加藤　幸子著

　お問い合わせや申し込み先は図書館（☎５４－３２２７）まで。

芥川賞作家

「加藤幸子さんとともに読書会」のご案内「加藤幸子さんとともに読書会」のご案内
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生涯学習情報

はまらっせぁ

生涯学習情報生涯学習情報

　竹駒コミセン敷地内に設置した仮設図書館と移動図書館の運営を主体として、様々な支援により

設置された市内の民間図書館などと連携しながら、市民の読書活動を支援します。

先月に引き続き、図書館と博物館について、お知らせします。

　旧生出小学校の校舎を仮設博物館とし、被災資料の安定化処理の継続や専門機関への抜本修復の

委託、施設内の保存環境の整備に取り組みます。

　また、出前博物館などの教育普及事業や文化財保護の啓発活動などにも取り組みます。

　詳しくは、生涯学習課生涯学習係（内線２５４）まで。　

陸前高田市立図書館と陸前高田こども図書館

陸前高田市立博物館（旧生出小学校）

図書館の運営方針

博物館の運営方針

①図書資料の収集と整備充実・利用の拡大

②学習機会の提供

③移動図書館車の効果的運用

④学校・団体などと連携した読書活動の推進

①被災資料の安定化処理と修復、保存環境

　の整備

②関係機関との連携による教育普及事業、　

　展示公開など

③震災の記録を後世に伝えるための資料収

　集・保存管理

④文化財を火災などから守るための防火訓

　練の実施

※休館日　月曜日、祝日、年末年始

施策の重点

施策の重点

～平成２５年度生涯学習・社会教育行政の方針（要約）～～平成２５年度生涯学習・社会教育行政の方針（要約）～
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６月３０日（日）

日　時 学 習 の テ ー マ回

１

２

３

４

５

６

７

８

一緒に子育て楽しもう！
開講式

７月１２日（金） 保健師さんに聞いてみよう

７月２３日（火） 心をはぐくむ子育てについて

８月　９日（金） 家庭の防災について

ママとスキンシップ

親子で楽しく食育

家族で楽しもう！子育て　＊保護者のみ・託児あり

子どもの健康と予防接種について　＊保護者のみ・託児あり

遊びを通した子どもの心のケア　＊保護者のみ・託児あり

子どもを守ろう！～防災の基礎知識～　＊保護者のみ・託児あり（中高生ボランティア参加）

わくわく！お楽しみ遠足　＊親子参加

みんなで人形劇を楽しもう　＊親子参加

学 習 内 容（対 象 別）

ひよこくらぶ（０歳～１歳6か月児向け） こっこくらぶ（主に２～３歳児向け）

９月２７日
（金）

親子でスキンシップ
～ベビーマッサージ～
＊親子で参加

９月１３日
（金）

ママの美容クッキング
＊保護者のみ・託児あり

９月２０日
（金）

親子で Let's go!
～げんき！体操教室～
＊親子で参加

９月　６日
（金）

親子でクッキング
＊親子で参加

１０月　７（月）

９月
（対象年齢別）

自然と友達

１１月　８日（金）閉講式　また、遊ぼうね！

　本市教育委員会では、乳幼児期の発達課題や基本的生活習慣、情操教育のあり方を学ぶことを目的に、

乳幼児学級を開設します。受講を希望する場合は、生涯学習課まで電話で申し込みください。

　なお、託児コーナーを用意していますので、必要な場合は、受講申込と併せて申し込みください。

　また、託児ボランティアも募集していますので、希望する人は、生涯学習課へ連絡してください。

【募集要項】

▽対象　市内に在住で、０～３歳児を子育て中の人

▽日時　次の日程で、いずれも午前１０時～１１時３０分まで。

▽会場　米崎コミセン

▽定員　各３０名（９月は年齢に応じた学級を開催します）

▽受講料　無料　（託児希望者は、保険料等として１人につき１, ０００円の負担をいただきます）

▽募集期間　平成２５年６月３日（月）～６月１７日（月）まで

　詳しくは、生涯学習課生涯学習係（内線２５６）まで。

　本市教育委員会では、子どもとの接し方や心豊かに楽しく子育てができるような子育て術を学ぶこと

を目的とした講演会を開催します。

　聴講、託児を希望する人は生涯学習課までお申し込みください。

▽日時　６月３０日（日）　午後１時３０分～３時３０分

▽会場　米崎コミセン

▽講師　岩手医科大学　いわて東北メディカル・メガバンク機構　

　　　　　特命助教授　佐々木　亮平氏

▽参加料　無料

▽託児　お子さんの年齢に応じた託児や遊び教室を用意しています。

　　　　　（対象年齢６か月頃～小学校４年生まで）

▽募集期間　平成２５年６月３日（月）～６月２４日（金）まで

　岩手県立大学看護研究科博士前期課程修了。岩手県内初の男性保健師として、久慈、大船渡保健所勤務を経て、

平成１９年～２１年の３年間、本市健康推進課に派遣され、保健指導や「玄米ニギニギ体操」の普及に尽力した。

　その後、日本赤十字秋田看護大学助教授を経て、現在は岩手医科大学にて勤務。震災後は関係団体と連携しな

がら、こころのケアや健康づくり、高齢者の生きがいづくり、子育て支援などについて情報共有を図る「保健医

療福祉未来図会議」の中核として活躍している。また、陸前高田市災害ＦＭでコメンテーターとしても活躍中。

　詳しくは、生涯学習課生涯学習係（内線２５６）まで。

講師紹介

佐々木　亮　平 氏

乳幼児（つくし）学級の受講生と託児ボランティアを募集

楽しく子育てするために

「陸前高田の未来を担う子どもたちと私たちのために」講演会開催

子育てについて学ぼう

乳幼児（つくし）学級の受講生と託児ボランティアを募集

楽しく子育てするために
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介護 お茶のみばなし
④「認知症を理解する Ｎｏ．４」

【人物誤認「あなたはだあれ？」】

介護 お茶のみばなし

　４月は出会いの季節、新鮮な気持ちで穏やかな「春」を迎え、５月はゴールデンウィークで心も

身体も一休み、そして衣替えをして爽やかな気持ちでお過ごしのことと思います。

　長寿社会課内にある地域包括支援センターからの認知症に関する掲載も２年目を迎えました。「認

知症介護」と「元気のみなもと！」と題して、元気でいるための秘訣や生きがいについて広く市民

の皆さんに情報を発信していきたいと思います。

　何でも相談窓口として、今年度もどうぞよろしくお願いします。

　もう何十年も一緒に暮らしているのに「どちらさまですか？」「あなたはだあれ？」と言わ

れるのは、やはりショックだと思います。でも、これは新しい記憶がしにくい（無くなって

しまう）のだから仕方がありません。同じ理由で、別の人（その人の両親や兄弟、友人など）

と間違えられることもあります。そんなときには、強く否定しないで、例えば、その人にな

りきってしまった方がいい場合もあるようです。

　また、「泥棒」だとか「恨みを持った人」と思い込み、興奮することがあるようです。その

ときも、言い争うと余計に興奮させたり、収拾がつかなくなるなど余計にややこしくなりま

すから、一度時間をおいてから「だだいま帰ったよ、○○だよ」と言って、認識してもらう

といった工夫をしてみてはいかがでしょうか。

　言葉は人に安らぎと癒しをくれる重要なものです。その反面、使い方によって、言葉は暴

力にもなりかねません。認知症の人には、言葉での説得は非常に効果が薄いことが分かって

きています。周辺症状（ＢＰＳＤ＝徘徊・多動・攻撃的言動・妄想・幻覚など）は環境因子

３０％、内服影響３０％、身体的変調３０％と言われています。周辺症状につながらないよ

うな関わりが、住み慣れた自宅や地域で暮らし続けることにつながります。家族や近隣住民

が顔を合わせ、声をかけ合うことで“人のぬくもり”や“表情”を感じ、社会の中で孤立や

孤独を防ぐことができます。その積み重ねにより、地域の中で潤いのある生活が送れるもの

と思います。

　あなたの身のまわりに、こんな症状の人はい

ませんか。また、自分自身にも何となく自信が

なくなっていませんか。認知症に不安や恐怖を

感じている人もいますが、認知症は、決して何

も分からなくなる病気ではありません。正しく

理解し、適切に対応できるよう、一緒に話しま

せんか。１人で悩まず、みんなで支え合いまし

ょう。

　地域包括支援センターでは、“認知症について

のお話し会”を開催しています。

　市内であれば、どこにでも行きます。「私たち

の地域で開催してほしい…」と思ったらすぐに

連絡してください。

　詳しくは、地域包括支援センター（内線２０４）まで。　

ポイント 否定をしないで、まず受け入れる
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　＜住 民 票 の 写 し＞　　　　

　＜印鑑登録証明書＞　　　　

　＜税 関 係 証 明 書＞　　　　

　・平日の時間外に受け取るとき　受け取る日とその前日（閉庁のときは直前の開庁日）（午前８時

　　　　　　　　　　　　　　　　３０分～午後５時）

　・休日に受け取るとき　　　　　受け取る日の直前の開庁日（午前８時３０分～午後５時）

　※土、日、祝日、年末年始を除きます。

　月曜日～金曜日　　　　　午後５時３０分～８時　　　　市役所の守衛室

　土曜日、日曜日、祝日　　午前８時３０分～午後５時　　市役所１号棟１階　日直

　＜住 民 票 の 写 し＞　　　　

　＜印鑑登録証明書＞　　　　

　＜税 関 係 証 明 書＞　　　　

　予約するときに予約者や必要な人の氏名、住所、生年月日、印鑑登録証の番号、受け取りに来る人

と時間などを確認します。

　受け取るときには、本人確認書類（運転免許証・パスポートなど）、手数料をお持ちください。

　予約するときに予約者や必要な人の氏名、住所、生年月日、証明書の必要枚数、必要年度、受け取

りに来る人と時間などを確認します。

　受け取るときには、本人確認書類（運転免許証・パスポートなど）、手数料をお持ちください。

　受け取りに来た人に交付申請書へ記名していただくとともに、本人確認を行いますので、運転免許

証など本人確認ができるものを持参してください。

　手数料は証明書と引き換えに現金支払いをお願いしますが、おつりのないように用意してください。

　印鑑証明書の受け取りには、印鑑登録証が必要です。

　約束した日時に受け取りがない場合は、予約を無効とする場合があります。

　住民票などに関することは、市民環境課市民係（内線１３２）まで。

　税関係証明書などに関することは、税務課市民税係（内線１０１）まで。

　平日の市役所が開いている時間（午前８時３０分～午後５時１５分）に窓口に来ることができない人

でも、開庁時に電話で予約することで、時間外や土曜日、日曜日および祝日に住民票の写しなどの証明

書を受け取ることができます。

土・日・祝日に住民票などを交付します

電話予約による証明書の交付について

  取り扱う証明書の種類および予約できる人

  予約受付ができる日時

  受け取ることができる日時・場所

  証明書を受け取ることができる人

  住民票の写し・印鑑登録証明書を予約するとき　【市民環境課へ】

  税関係証明書を予約するとき　【税務課へ】

  証明書受け取りの際のお願い

電話予約者（本人）又はその同一世帯の人　｝

電話予約者（本人）又はその同一世帯の人　｝

電話予約による証明書の交付について
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初級管理・監督者研修
管理・監督者に求められる職務遂行能力の基本を身につける
方法を学びます。対象者：管理・監督者および幹部社員候補
者クラス

中  堅  社  員  研  修
中堅社員としての役割行動、組織活動の基本、職務の進め方
の基本、問題発見と課題解決の手法、上司への働きかけ、職
場のチームワークとメンバーシップなどについて学びます。

管理・監督者研修
管理・監督者に求められる職務遂行能力を振り返り、実践演
習を通じて職場で活用できるポイントや方法を学びます。対
象者：管理・監督者および幹部社員候補者クラス

人事管理考課者研修
能力開発型の人事考課の考え方と実施のポイントを習得し、
メンバーのモチベーションアップを図る実践手法を学びま
す。対象者：経営者・管理者および人事・労務担当責任者

目標管理

パワーアップ研修

企業や部門目標の立て方の原則、実行方法と目標達成のため
の要件、人事考課等へ結びつける原則などを学びます。対象
者：管理・監督者および幹部社員候補者クラス

９
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１１

１２

１３

２０

２０

２０

２０

２０

１２

１２

１２

１２

１２

２

２

２

２

２

６月
２７日、２８日

７月
１８日、１９日

８月
２９日、３０日

９月
２６日、２７日

１０月
２４日、２５日

品　質　管　理　Ⅰ
ＱＣ （統計的手法）７つ道具について学びます。

対象者：品質管理を初めて学ぶ人

品　質　管　理　Ⅱ
ＱＣ７つ道具を活用した推進、展開方法について学びます。

対象者：品質管理Ⅰを受講した人

１４

１５

２０

２０

１２

１２

２

２

１０月
１０日、１１日

１１月
２８日、２９日

宅地建物取引主任者

受験コース

宅地・建物売買などの業務における職務内容を理解し、資格
内容、試験概要などの初歩的な解説と、専門用語など基礎知
識について学びます。対象者：宅地建物取引主任者を初めて
受験する人

１６ ２０ １２ ２
７月
２５日、２６日

番
号

研 修 コ ー ス 名 研　　 修　　 内　　 容
１回当たり

定員 時数 日数
研修時期

▽対象者　原則として、在職中の人であれば、どなたでも受講することができます。

▽申込方法　受講を希望するコースを下記受付まで電話により相談してください。

▽受講料など　受講料は無料です。ただし、コースで使用するテキストや実習用教材などについては、実

　　　　　　費を負担していただきますのでご了承ください。

▽その他　各コースを修了した人には、職業能力開発促進法に基づき修了証書を交付します。

▽会場　気仙高等職業訓練校（大船渡市盛町字みどり町１３－４）

　　　　（☎　０１９２－２７－２６７１ 　ＦＡＸ　０１９２－２７－２６１３）

▽受付（申込先）　産業技術短期大学校水沢校

　　　　（☎　０１９７－２２－４４２７ 　ＦＡＸ　０１９７－２２－４４３１）

 ■ 社員研修系 ■  

■ 技術管理系 ■

 ■ 資格取得系 ■  

産業技術短期大学校水沢校（気仙地区）セミナーコース一覧

組織のボトムアップを

能力開発セミナー（在職者訓練）受講のご案内能力開発セミナー（在職者訓練）受講のご案内
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６月２５日（火）

日　　程

６月２４日（月）

６月２７日（木）

６月２６日（水）

高田町

受 付 町 名

矢作町・横田町・気仙町

小友町・広田町

竹駒町・米崎町

受  付  会  場

市役所４号棟
第４会議室

扶養親族などの数

０　人

所　　得　　額

６３０万円

収入額（目安）

８３３. ３万円

１　人 ６６８万円 ８７５. ６万円

２　人 ７０６万円 ９１７. ８万円

３　人 ７４４万円 ９６０. ０万円

４　人 ７８２万円 １００２. １万円

５人目以降 １人増すごとに３８万円加算

時　　　　間

９：００～１６：００

■児童手当制度の目的

　児童手当により、家庭などにおける生活の安定に寄与し、次代の社会を担う児童が健やかに成長する

ことを目的としています。

■児童手当を受給するためには

　● 現況届（毎年６月）の提出 ●

　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以降の児童手当などを引き続き受ける要件（児童の

監督や保護、生計同一関係など）を満たしているかを確認するためのものです。６月上旬には対象とな

る全ての人に通知を送付する予定ですので、通知書などを持って届け出を行ってください。

※提出がない場合は、６月分以降の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。 

■現況届の申請に必要なもの

　①届いた通知書

　②児童手当・特例給付現況届（記入例を参考に、あらかじめ書き込み願います）

　③印鑑（認印可、スタンプは認めません）

　④請求者の健康保険証

　⑤請求者名義の金融機関通帳（配偶者や児童など、受給者以外の口座には振込みできません）

　⑥平成２５年１月１日時点で市内に住所がなかった人は、請求者および配偶者分の前住所の児童手当

　　用所得証明書が必要です。

　⑦児童の父母以外の者による申請、別居監護申立、未成年後見人などによる申請は、上記の他に必要

　　な書類がありますので担当まで問い合わせてください。

■現況届受付期間　（集中受付実施６月２４日～６月２７日）

　本市では、下表のとおり集中受付を行います。日程を確認して申請してください。

※どうしても都合のつかない人は、６月３日（月）～２８日（金）までに必ず届け出を済ませてください。

■所得制限について

　請求者（受給者）の所得が所得制限の限度額以上である場合は、子どもの年齢区分にかかわらず、子

ども１人につき月額５, ０００円となります。

　詳しくは、社会福祉課児童福祉係（内線２３４）まで。

中学生以下の子どもの保護者は手続きを忘れずに

児童手当の現況届を受付開始



２０１３年（平成２５年）　６月１日号　⑩

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側に診療所を開設しています。６月の診療日程は下表のとお

りです。

※診療科は、日によって異なります。また、都合により変更になる場合があります。

※子どもの精神的なサポートを目的として、県内外の専門医による「子どもの心のケア」の診療科を開

　設しています。原則予約が必要ですので、詳しくは診療所に問い合わせてください。

※毎週土曜と日曜日に心療内科を開設しています。震災後から胃腸の調子がよくない、血圧が下がらない、

　肩のコリがとれないなど体調のすぐれない人は、一度、心療内科を受診してみてはいかがでしょうか。

　心療内科を受診する際は、原則として予約が必要ですので、診療所に問い合わせてください。（☎５３

　－２１１０　診療日のみ通話可）

※８月から診療日の変更を予定しています。詳細は来月号でお知らせします。

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 ６月の診療日程岩手県医師会高田診療所

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

６月　１日（土）

６月　２日（日）

６月　５日（水）

６月　６日（木）

６月　８日（土）

６月　９日（日）

６月１２日（水）

６月１３日（木）

６月１５日（土）

６月１６日（日）

６月１９日（水）

６月２０日（木）

６月２２日（土）

６月２３日（日）

６月２６日（水）

６月２７日（木）

６月２９日（土）

６月３０日（日）

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

内科系、外科系、小児科、泌尿器科系、心療内科

小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、皮膚科（要予約）

内科系、外科系

内科系、外科系、小児科、心療内科、子どもの心

小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科、皮膚科（要予約）

内科系、外科系、小児科

内科系、外科系、泌尿器科、心療内科、子どもの心

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、心療内科

小児科、皮膚科（要予約）

内科系、外科系

内科系、外科系、小児科、心療内科、子どもの心

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

小児科、皮膚科（要予約）

内科系

内科系、小児科、泌尿器科、心療内科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

　ハローワークでは、下表のとおり就職支援ナビゲーターによる就職支援相談会を開催します。

　この相談会での相談は、雇用保険受給者の失業認定申告書の「就職活動」に該当します。雇用保

険受給資格者証を持っている人は、提示をお願いします。

▽相談内容　就職相談、情報提供、雇用保険失業給付手続方法または職業訓練受講給付金を受給　

　　　　　　しながらの職業訓練の案内など。

　詳しくは、ハローワーク大船渡出張労働相談担当（☎２７－４１６５）まで。

６月の就職支援相談会

６月　３日（月）１３：３０～１５：００ 米崎中学校仮設団地談話室

６月１２日（水）１０：００～１１：３０

矢作中学校（愛宕下）仮設団地集会所

矢作小学校仮設団地談話室

６月　３日（月）１０：００～１１：３０ 広田コミセン

開　催　日　時 開　催　場　所

二日市仮設団地談話室

６月１２日（水）１３：３０～１５：００

６月１９日（水）１０：００～１１：３０ モビリアセンターハウス

６月１９日（水）１３：３０～１５：００ 高田高校（長砂）仮設団地集会所

６月２６日（水）１０：００～１１：３０

米崎小学校仮設団地集会所６月２６日（水）１３：３０～１５：００
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専
門
の
医
師
が
、
義
肢
、
装
具
、

車
い
す
な
ど
の
補
装
具
の
製
作
や

修
理
、
適
合
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▽
日
時
お
よ
び
受
付
時
間　

６
月

28
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▽
会
場　

大
船
渡
地
区
合
同
庁
舎

▽
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

▽
申
込
締
切
日　

６
月
18
日
（
火
）

▽
持
参
す
る
も
の　

身
体
障
害
者

手
帳
、
印
鑑
、
補
装
具

　

申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
内

線
２
３
２
）
ま
で
。

　

本
市
が
貸
与
し
て
い
る
水
道
メ

ー
タ
ー
は
、
検
針
の
精
度
を
維
持

す
る
た
め
、
８
年
を
期
限
と
し
て

交
換
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
に
交
換
が
必
要
な
約

７
７
０
世
帯
を
無
償
で
交
換
す
る

た
め
に
、
本
市
が
委
託
す
る
水
道

工
事
店
が
訪
問
し
ま
す
。

　

交
換
に
か
か
る
時
間
は
、
１
件

あ
た
り
30
分
か
ら
１
時
間
で
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
交
換
期
間　

６
月
17
日
（
月
）

～
22
日
（
土
）
を
予
定
。

　

自
分
に
と
っ
て
の
働
く
意
味
や

目
的
を
明
確
に
し
、
こ
れ
か
ら
の

働
き
方
を
描
く
こ
と
で
、
仕
事
に

対
す
る
意
欲
を
高
め
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

平
成
25
年
６
月
17
日

（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
受
付　

午
前
９
時
40
分
～

▽
場
所　

大
船
渡
市
民
文
化
会
館
リ

ア
ス
ホ
ー
ル
１
階
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス

（
大
船
渡
市
盛
町
下
舘
下
18
ー
１
）

▽
対
象
者　

平
成
25
年
３
月
に
大

学
、
短
大
、
専
門
学
校
、
高
校
な
ど
を

卒
業
し
、
気
仙
管
内
に
就
職
し
た
人

▽
参
加
料　

無
料

▽
申
込
期
限　

６
月
10
日
（
月
）

　

詳
し
く
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気

仙
（
☎　

ー
３
４
５
６
）
ま
で
。

　

県
内
で
の
就
職
を
支
援
す
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
い
わ
て
定
住
財
団

お
よ
び
岩
手
県
に
よ
る
い
わ
て
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
予
約

や
履
歴
書
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

６
月
21
日
（
金
）
午
後

１
時
～
４
時
30
分

※
受
付　

正
午
～
午
後
４
時

▽
場
所　

岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ

ー
ア
ピ
オ
（
滝
沢
村
）

▽
参
加
対
象　

平
成
26
年
３
月
卒

業
予
定
の
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、

高
専
、
専
門
・
専
修
学
生
、
既
卒

者
お
よ
び
一
般
求
職
者

▽
参
加
企
業　

県
内
に
就
業
場
所

を
有
す
る
企
業

▽
内
容　

・
参
加
企
業
と
の
面
談

・
参
加
市
町
村
に
よ
る
雇
用
、
地

域
関
連
情
報
の
提
供

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
職
相
談

・
そ
の
他
参
加
団
体
に
よ
る
各
種

就
職
相
談
な
ど
。

　

詳
し
く
は
、
公
益
財
団
法
人
ふ

る
さ
と
い
わ
て
定
住
財
団
（
☎

０
１
９
ー
６
５
３
ー
８
９
７
６
）

ま
で
。

　

岩
手
県
立
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
と
お
り
交
通
事
故
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
18
日
（
火
）
午
後

１
時
～
３
時

▽
場
所　

大
船
渡
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
大
船
渡
市
盛
町
字
宇
津

野
沢
15
）

▽
相
談
料　

無
料

▽
申
込
方
法　

６
月
17
日
（
月
）

ま
で
に
大
船
渡
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎　

ー
３
１
１
１
）
に
予

約
す
る
こ
と
。

　

詳
し
く
は
、
岩
手
県
立
県
民

生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
９
ー

６
２
４
ー
２
２
４
４
）
ま
で
。

　　

東
北
地
方
環
境
事
務
所
で
は
、

三
陸
復
興
国
立
公
園
内
の
遊
歩
道

を
歩
く
「
黒
崎
仙
峡
を
訪
ね
る
み

ち
自
然
観
察
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
16
日
（
日
）
午
前

９
時
～
正
午
（
小
雨
決
行
）

※
受
付　

午
前
８
時
45
分
～

▽
集
合
場
所　

広
田
町
黒
崎
神
社

駐
車
場
前

▽
定
員　

先
着
20
人

▽
参
加
料　

１
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
込
）
を
当
日
持
参

▽
持
参
す
る
も
の　

野
外
で
活
動

し
や
す
い
服
装
、
飲
料
水
、
雨
具
、

着
替
え

▽
申
込
締
切
日　

６
月
12
日
（
水
）

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
締
め
切

り
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
陸
前
高
田
市
観

光
物
産
協
会
（
☎　

ー
５
０
１
１
）

ま
で
。

詳
し
く
は
、
水
道
事
業
所
業
務
係

（
内
線
４
２
２
）
ま
で
。

　

次
の
日
程
に
よ
り
、
全
血
献
血

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
26
日
（
水
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
会
場　

陸
前
高
田
市
役
所

※
医
師
の
判
断
に
よ
り
献
血
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
長
寿
社
会
課
高
齢

福
祉
係
（
内
線
２
０
２
）
ま
で
。

　

市
内
に
暮
ら
す
男
性
を
対
象
に
、

「
食
事
を
楽
し
く
、
お
い
し
く
、
社

会
参
加
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
男
の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
27
日
（
木
）
午
前

11
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　

米
崎
コ
ミ
セ
ン

※
市
内
無
料
送
迎

▽
講
師　

松
原
苑
管
理
栄
養
士

▽
定
員　

20
人

▽
申
込　

医
療
法
人
勝
久
会
松
原

苑　

担
当　

互
野
・
木
下
（
☎　

ー
１
８
７
７
）

　

詳
し
く
は
、
健
康
推
進
課
保
健

係
（
内
線
２
４
３
）
ま
で
。

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

仕
事
へ
の
意
欲
を
高
め
よ
う

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

２１

県
内
で
の
就
職
を
応
援
し
ま
す

い
わ
て
就
職
面
接
会
の
開
催

相
談
し
て
く
だ
さ
い

交
通
事
故
巡
回
相
談
の
実
施

豊
か
な
自
然
と
触
れ
合
お
う

黒
崎
仙
峡
を
訪
ね
る
み
ち

「
自
然
観
察
会
」

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
へ

補
装
具
の
巡
回
相
談

水
道
工
事
店
が
訪
問
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
一
斉
交
換

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

全
血
献
血
の
ご
案
内

み
ん
な
で
お
い
し
い
料
理
を

男
の
料
理
教
室
を
開
催

２７

５４

５３



２０１３年（平成２５年）　６月１日号　⑫

でわ　ゆいな
ちゃん

すがわら　ゆい
ちゃん

ごとう　やまと
ちゃん

おの　こたろう
ちゃん

　

特
別
障
害
者
手
当
は
、
重
度

の
障
害
を
も
つ
人
や
常
時
介
護

が
必
要
な
高
齢
者
に
月
額
２
６
，

２
６
０
円
の
手
当
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
在
宅
で
寝

た
き
り
な
ど
長
期
に
わ
た
る
安
静

を
必
要
と
す
る
人
で
す
。

　

ま
た
、
在
宅
重
度
障
害
者
及
び

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
は
、

特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
者
を

介
護
す
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。
今
年
の
４
月
か
ら
、

支
給
額
を
こ
れ
ま
で
の
月
額
５
，

０
０
０
円
か
ら
６
，
０
０
０
円
に

増
額
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
障
が

い
福
祉
係
（
内
線
２
３
１
）
ま
で
。

　

こ
れ
か
ら
暑
い
時
期
は
、
食
欲

減
退
、
水
分
不
足
な
ど
に
よ
る
熱

中
症
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
夏
を
乗
り
切
る
た
め
の

「
熱
中
症
予
防
及
び
栄
養
に
つ
い

て
」、
各
地
区
公
民
館
や
仮
設
住

宅
集
会
場
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法

　

希
望
す
る
次
の
日
時
か
ら
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
月
日　

６
月
19
日
、
25
日
、
26

日
、
７
月
２
日
、
３
日

▽
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
、
午
後

１
時
～
２
時
、
午
後
３
時
～
４
時

　

申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
先

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

総
合
型
り
く

ぜ
ん
た
か
た
（
☎　

ー
４
７
２
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

ー
２
８
９
２
）
ま
で
。

※
電
話
対
応
時
間　

平
日
午
前
10

時
～
午
後
５
時

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
員
が
福
祉
・
介

護
の
仕
事
や
資
格
の
取
得
、
求
人

情
報
や
就
職
支
援
な
ど
各
種
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
12
日（
水
）、
７
月

10
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

▽
会
場　

竹
駒
コ
ミ
セ
ン

▽
対
象　

福
祉
・
介
護
の
仕
事
や

職
場
を
希
望
す
る
人
ま
た
は
関
心

の
あ
る
人

▽
相
談
料　

無
料

▽
そ
の
他　

事
前
に
申
し
込
ん
だ

人
の
相
談
を
優
先
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
先

は
、
岩
手
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
８
０
ー
８
２
０
１
ー

０
２
０
０　

担
当　

坂
本
）
ま
で
。

　

労
働
保
険
料
は
、
年
度
当
初
に

概
算
で
保
険
料
を
納
付
し
、
翌
年

度
に
確
定
保
険
料
を
計
算
し
て
精

算
す
る
方
法
で
算
出
し
て
い
ま

す
。　

　

ま
た
、
石
綿
健
康
被
害
救
済
の

た
め
の
「
一
般
拠
出
金
」
に
つ
い

て
も
申
告
お
よ
び
納
付
が
必
要
で

す
。

　

本
年
度
の
申
告
お
よ
び
納
付
期

日
は
、７
月
10
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

期
日
ま
で
に
最
寄
り
の
銀
行
ま
た

は
郵
便
局
で
手
続
き
を
終
え
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

・
岩
手
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
室
（
☎
０
１
９
ー
６
０
４
ー

３
０
０
３
）

・
大
船
渡
労
働
基
準
監
督
署
（
☎

　

ー
５
２
３
１
）

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
船
渡
（
☎　

ー
４
１
６
５
）

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ワ
ー
ド
や

エ
ク
セ
ル
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

・
６
月
15
日
（
土
）
ワ
ー
ド
入
門

・
６
月
16
日
（
日
）
エ
ク
セ
ル
入
門

※
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
会
場　

一
関
工
業
高
等
専
門
学

校　

※
送
迎
バ
ス
有

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

希
望
す
る
講
座
や

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
バ
ス

利
用
な
ど
に
つ
い
て
、
電
話
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
な
ど
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
一
関
工
業
高
等
専

門
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
０
１
９
１
ー

　

ー
４
７
０
７
）
ま
で
。

　

陸
前
高
田
市
の
ほ
か
、
一
関
市
、

平
泉
町
、
大
船
渡
市
、
住
田
町
に

所
在
す
る
不
動
産
競
売
物
件
の
売

却
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
な
ど
は
次
の
と
お

り
。

▽
物
件
資
料
公
開
日

　

・
第
４
回　

６
月
21
日
（
金
）
～

　

・
第
５
回　

７
月
26
日
（
金
）
～

　

・
第
６
回　

８
月
23
日
（
金
）
～

　

・
第
７
回　

９
月
27
日
（
金
）
～

　

・
第
８
回　

10
月
25
日
（
金
）
～

※
約
１
か
月
後
に
入
札
実
施
予

定
。

▽
物
件
資
料
閲
覧
場
所　

盛
岡

地
方
裁
判
所
一
関
支
部
１
階
閲

覧
室

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
資

料
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
入
札
場
所
、
入
札
方
法
に
つ

い
て　

当
支
部
執
行
官
室
（
☎

０
１
９
１
ー　

ー
８
０
０
１
）

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
25
年
４
月
健
診
分
②

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

重
度
の
障
が
い
を
も
つ
人
や

寝
た
き
り
の
人
な
ど
が
対
象

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
ご
案
内

暑
い
時
期
は
気
を
つ
け
て

熱
中
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

福
祉
に
興
味
の
あ
る
人
へ

福
祉
の
し
ご
と
出
張
相
談

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
料
な
ど
の
申
告
・

納
付
は
７
月
10
日
（
水
）
ま
で

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
入
門
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

一
関
高
専
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ご
案
内

盛
岡
地
方
裁
判
所
一
関
支
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

不
動
産
競
売
物
件
の
売
却
に
つ
い
て

５４

４７

２６

２７

２４

２１



⑬

　

夏
を
目
の
前
に
し
て
気
を

付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

が
食
中
毒
。
特
に
気
温
や
湿

気
が
高
い
夏
場
は
一
年
で
一

番
多
く
細
菌
性
の
食
中
毒
が

発
生
す
る
季
節
で
す
。
家
庭

で
も
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
実

践
し
、
食
中
毒
予
防
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

①
食
品
の
購
入
・
保
存

　

食
品
を
購
入
す
る
際
は
、

消
費
期
限
を
確
認
し
、
冷
蔵
・

冷
凍
食
品
は
最
後
に
購
入
し

ま
し
ょ
う
。
肉
や
魚
は
分
け

て
袋
に
包
み
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
買
い
物
を
し
た
ら

寄
り
道
せ
ず
に
ま
っ
す
ぐ
家

へ
帰
り
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
へ

保
存
し
ま
し
ょ
う
。

②
食
品
の
調
理
・
食
事

　

使
用
す
る
調
理
器
具
・
食

器
・
ふ
き
ん
は
常
に
清
潔
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

調
理
の
際
は
、
生
肉
・
魚

は
生
で
食
べ
る
も
の
か
ら
離

し
、
冷
凍
し
た
食
品
を
使
用

す
る
場
合
は
常
温
で
は
な
く

冷
蔵
庫
ま
た
は
電
子
レ
ン
ジ

で
解
凍
し
ま
す
。
ま
た
、
調

理
す
る
食
品
は
中
心
ま
で
し

っ
か
り
加
熱
し
て
下
さ
い
。

　

食
事
の
前
に
は
手
を
洗
い
、

料
理
を
長
時
間
室
温
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

　

残
っ
た
食
品
は
、
時
間
が

経
過
し
、
変
色
や
臭
い
が
し

て
少
し
怪
し
い
な
…
と
思
っ

た
ら
、
思
い
切
っ
て
処
分
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

③
こ
ま
め
な
手
洗
い

　

食
品
を
保
存
す
る
、
調
理

を
す
る
、
食
事
の
前
な
ど
に
、

こ
ま
め
に
手
洗
い
を
す
る
こ

と
は
予
防
に
と
て
も
効
果
的

で
す
。

　

日
頃
か
ら
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
が
け
が
、
食
中
毒
の
予

防
や
菌
を
「
付
け
な
い
、
増

や
さ
な
い
、
や
っ
つ
け
る
」

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

慶 弔（届出日：４ /１６～５/１５） 　

岩
手
県
で
は
、
平
成
26
年
４
月

１
日
（
予
定
）
か
ら
県
の
機
関
で

勤
務
し
て
い
た
だ
く
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

平
成
25
年
４
月
１

日
に
お
い
て
45
歳
未
満
で
獣
医
師

法
の
規
定
に
よ
り
獣
医
師
免
許
を

有
す
る
人
ま
た
は
取
得
す
る
見
込

み
の
人

▽
募
集
期
間　

６
月
28
日
（
金
）

ま
で
。
※
消
印
有
効

▽
１
次
試
験
の
日
程
な
ど
は
次
の

と
お
り

・
月
日　

７
月
７
日
（
日
）

・
場
所　

岩
手
県
庁
12
階
特
別
会

議
室
（
盛
岡
市
内
丸
10
ー
１
）

・
試
験
内
容　

教
養
試
験
お
よ
び

論
文
試
験

　

詳
し
く
は
、
岩
手
県
総
務
部
人

事
課
（
☎
０
１
９
ー
６
２
９
ー

５
０
７
２
）
ま
で
。

　

「
が
ん
ば
ら
な
い
」「
あ
き
ら
め
な

い
」
な
ど
の
著
書
や
、
テ
レ
ビ
出
演

で
も
お
な
じ
み
の
鎌
田
實
先
生
が
、

再
び
陸
前
高
田
で
講
演
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
21
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午

▽
場
所　

朝
日
の
あ
た
る
家
（
米

崎
郵
便
局
向
か
い
）

▽
演
題　

「
体
と
心
を
元
気
に
す

る
方
法
～
あ
た
た
か
な
町
づ
く
り

を
考
え
る
～
」

▽
講
師　

長
野
県
諏
訪
中
央
病
院

名
誉
院
長　

鎌
田　

實　

氏

▽
申
し
込
み　

不
要

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
乗
り
合
わ
せ
て
お
い
で
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
内
線
２
０
４
）
ま
で
。

　

震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
中
小

企
業
者
な
ど
が
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
、
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
施
設
・

設
備
の
復
旧
・
整
備
な
ど
を
支
援

す
る
「
中
小
企
業
等
復
旧
・
復
興

支
援
補
助
事
業
（
中
小
企
業
等
グ

ル
ー
プ
補
助
金
）」
の
７
次
公
募

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
公
募
期
間　

６
月
３
日
（
月
）

～
28
日
（
金
）
ま
で
。

　

詳
し
く
は
、
岩
手
県
商
工
労
働

観
光
部
経
営
支
援
課
（
☎
０
２
９

ー
６
２
９
ー
５
５
４
７
）
ま
で
。

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日

横田　紺　野　結
ゆい

　斗
と

（本宿・幸宏・4/11）

　　　長谷川　結
ゆ

　美
み

（黄金山・順一・5/1）

竹駒　菅　野　愛
あ

　夢
む

（滝の里・祐司・5/5）

気仙　塚　田　湊
みな

　人
と

（要谷・昌直・5/6）

高田　佐々木　蒼
あ

迦
か

利
り

（鳴石・昌寿・4/15）

米崎　伊　藤　優
ゆう

　斗
と

（高畑・大介・4/29）

　　　飯　島　聖
せい

　桜
ら

（松峰・修一・5/13）

小友　村　上　翔
かい

　琉
り

（小ヶ口前・広明・4/17）

広田　伊　勢　さくら（蒲田・純・4/9）

　　　村　上　　　心
ここ

（大久保・豊・4/23）

　　　村　上　穂
ほ

　高
たか

（長洞・廣大・4/26）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

横田　佐々木　ノブ子（堂の沢・82・4/15）

　　　松　田　政　雄（本宿・84・4/19）

　　　佐々木　ひろ子（金成・52・4/24）

　　　泉　田　健　吾（堂の沢・74・5/1）

　　　多　田　通　子（金成・69・5/6）

竹駒　村　上　勝　高（相川・87・4/16）

気仙　菅　原　梅　造（町裏・95・4/30）

高田　中　野　　　豊（東和野・91・4/24）

　　　佐々木　ミサオ（東和野・97・5/6）

　　　井　筒　和賀子（大町・84・2011/3/11）

　　　佐々木　芳五郎（西和野・78・5/12）

米崎　本　多　惠　子（和方・62・4/18）

　　　菅　野　京　子（川内・53・5/7）

　　　金　野　みき子（館・75・5/10）

　　　大和田　ハツ子（川向・101・5/14）

小友　峯　井　敏　實（茗荷・60・4/23）

　　　佐　藤　清　子（柳沢・79・4/23）

広田　佐々木　ヤヱノ（泊・78・5/5）

　　　佐々木　德　義（長根洞・82・5/12）

保
健

だ
よ
り

食
中
毒
の
三
原
則
は

「
付
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、

や
っ
つ
け
る
」

保
健

だ
よ
り

３７６

岩
手
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

岩
手
県
職
員
（
獣
医
師
）
の
募
集
に
つ
い
て

体
と
心
を
元
気
に

市
民
福
祉
講
演
会
の
お
知
ら
せ

有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
補
助
金

に
係
る
７
次
公
募
に
つ
い
て 鎌田 實先生



２０１３年（平成２５年）　６月１日号　⑭

　

派
遣
前
は
沿
岸
広
域
振
興

局
土
木
部
で
勤
務
し
て
お

り
、
災
害
復
旧
や
道
路
維
持

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
こ
ち
ら
で
は
、
主
に
災

害
復
旧
工
事
や
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　

陸
前
高
田
市
は
、
市
役
所

職
員
も
市
民
の
方
々
も
非
常

に
活
発
的
な
印
象
で
す
。
そ

う
し
た
姿
勢
に
復
興
へ
の
強

い
意
志
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
、

私
自
身
も
微
力
な
が
ら
今
後

の
復
興
へ
の
力
に
な
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

建
設
部
建
設
課

　
　

永な
が　

澤さ
わ　

和か
ず　

久ひ
さ

　

■
派
遣
元　

大
船
渡
土
木
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

津
付
ダ
ム
建
設
事
務
所

　

派
遣
前
は
Ｉ
Ｔ
関
連
の
民

間
企
業
で
２
０
年
間
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。
近
年
は
複
数

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
、
経

営
コ
ン
サ
ル
や
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ

ル
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
岩

手
県
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京

の
自
分
で
す
が
、
少
し
で
も

力
に
な
れ
る
こ
と
は
な
い
か

と
思
い
、
一
念
発
起
し
て
岩

手
県
の
任
期
付
職
員
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
今
ま
で

の
経
験
や
知
識
を
少
し
で
も

陸
前
高
田
市
の
復
興
に
貢
献

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

総
務
部
総
務
課

　
　

穂ほ　

苅か
り　

英ひ
で　

昭あ
き

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁　

　

派
遣
前
は
生
活
保
護
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
は
坂
道
と
緑

の
多
い
、
空
気
の
澄
ん
だ
町

と
い
う
印
象
で
、
夏
は
過
ご

し
や
す
い
だ
ろ
う
と
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
皆

さ
ん
は
、
私
の
よ
う
な
派
遣

職
員
に
、
い
つ
も
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま

す
。「
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
は

る
ば
る
ご
苦
労
様
で
す
」
と

か
「
健
康
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
」。
そ
う
い
っ
た
、

何
気
な
く
も
温
か
い
言
葉
に

励
ま
さ
れ
る
た
び
に
、
こ
の

一
年
、
復
興
の
た
め
に
こ
こ

で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
４
月
に
岩
手
県

任
期
付
職
員
と
し
て
採
用
さ

れ
、
派
遣
職
員
と
し
て
陸
前

高
田
市
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。
派
遣
前
は
、
東
京
都
品

川
区
で
外
国
人
関
係
専
門
の

行
政
書
士
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
埼
玉
県
の
川
越
市
役
所

に
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

陸
前
高
田
市
内
を
歩
い
て

い
る
と
、
元
気
よ
く
挨
拶
を

す
る
小
中
学
生
が
多
く
て
、

と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
今
後
は
、
市
内
の

地
名
や
地
理
を
早
く
覚
え

て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

業
務
を
進
め
て
い
け
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

派
遣
前
は
県
南
広
域
振
興

局
農
政
部
で
農
地
転
用
許
可

事
務
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
防
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
矢
作
コ
ミ
セ
ン

で
実
施
し
た
際
、
地
元
の
皆

さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
市

役
所
で
は
用
地
・
補
償
事
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
市

民
の
方
々
と
直
接
会
話
を
す

る
機
会
が
多
く
、
職
員
へ
の
信

頼
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事

に
し
て
暮
ら
す
人
々
の
、
か

つ
て
の
日
常
の
風
景
が
一
日

も
早
く
戻
る
よ
う
、
精
一
杯

努
め
る
所
存
で
す
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　

山や
ま　

口ぐ
ち　

輝き

美み

朗お

　

■
派
遣
元　

和
歌
山
県
和
歌
山
市

　

民
生
部
市
民
環
境
課

　
　

河か　

合わ
い　

　
　

元
は
じ
め

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁　

　

建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

熊く
ま　

谷が
い　

和か
ず　

典の
り

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁　

職員紹介 

２市
職員紹介 
市

復興のため、
ただいている
紹介します。



⑮

　

岩
手
県
で
は
、
職
員
の
給

与
制
度
や
人
事
、
予
算
な
ど

の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。

　

県
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
最

初
の
３
年
間
は
大
船
渡
で
勤

務
し
て
い
た
た
め
、
陸
前
高

田
市
に
は
そ
の
当
時
か
ら
の

思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
業
務
に
戸
惑
う

こ
と
も
多
く
、
ま
だ
十
分
に

役
割
を
果
た
せ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
陸
前
高
田
市
の
復
興

が
少
し
で
も
早
く
進
む
よ

う
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

前
職
（
県
庁
総
務
部
総
務

室
）
で
は
、
岩
手
県
立
大
学

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
、
市
内

小
中
学
校
の
学
校
保
健
を
主

に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
大
船
渡
市
の
出

身
で
、
15
年
ぶ
り
に
気
仙
に

戻
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
連

れ
て
き
た
自
分
の
子
ど
も
が

小
学
生
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
高
田
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
こ
と

が
嬉
し
い
毎
日
で
す
。

　

微
力
な
が
ら
も
陸
前
高
田

市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
尽

力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

松
阪
市
で
は
税
務
や
企
画
、

清
掃
政
策
を
担
当
し
、
企
画

担
当
時
に
は
、
市
内
の
大
学

に
客
員
研
究
員
と
し
て
４
年

間
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
は
自
然
が
多

く
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
心
が
温
か
い
方
ば
か
り

で
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ま

ち
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私

も
市
役
所
の
一
員
と
し
て
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ

り
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
陸
前

高
田
の
ま
ち
の
復
興
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
陸
前
高

田
市
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
派

遣
前
は
武
蔵
野
市
役
所
に
入

庁
し
て
４
年
半
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
に
は
、
私
の

苗
字
と
同
じ
「
金
平
」
と
い

う
地
名
が
あ
り
、
と
て
も
親

近
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
野
市
で
の
４
年
半
の

経
験
を
活
か
し
、「
元
気
に

挨
拶
」、「
笑
顔
」、「
お
客
様

第
一
」
の
精
神
で
陸
前
高
田

市
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
市
で
も
保
健
師
と

し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
相

談
業
務
な
ど
に
従
事
し
て
い

ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
が
明
る
く
元
気

に
な
る
よ
う
に
、
名
古
屋
で

の
経
験
も
活
か
し
つ
つ
、「
は

ま
っ
て
け
ら
い
ん　

か
だ
っ

て
け
ら
い
ん
」
の
精
神
で
、

地
域
の
方
々
と
共
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
土
地
勘
が
な
い
た

め
、
道
を
間
違
え
て
迷
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
尋
ね
し
た
際
は
快
く

教
え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り

が
た
い
で
す
。

　

復
興
対
策
局

　
　

川か
わ　

村む
ら　

　
　

守
ま
も
る

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁　

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　

冨と
み　

手て　

千ち　

秋あ
き

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁　

　

企
画
部
ま
ち
づ
く
り
戦
略
室

　
　

大お
お　

西に
し　

正ま
さ　

基も
と

　

■
派
遣
元　

三
重
県
松
阪
市

　

民
生
部
健
康
推
進
課

　
　

金か
ね　

平ひ
ら　

一か
ず　

甫ま
さ

　

■
派
遣
元　

東
京
都
武
蔵
野
市

　

民
生
部
健
康
推
進
課

　
　

山や
ま　

内う
ち　

望の
ぞ　

美み

　

■
派
遣
元　

愛
知
県
名
古
屋
市

陸前高田
派遣

陸前高田
派遣

陸前高田市の
応援に来てい
職員の方々を



２０１３年（平成２５年）　６月１日号　⑯

数字で見る陸前高田市
市内の火災救急活動（４月）

（　）は 1 月からの累計

市の人口（４月３０日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（４月）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物

◆林野・その他

◆出動件数

◆搬送人員

　３件
３０件

４人
０人
０人

９，９４１人
１０，７１０人
２０，６５１人

７，５０２世帯

０件

２件

６８人

６５人

（２７件）
（１９２件）
（４０人）
（  ０人）
（  ２人）

（　１５）
（ ５ ）
（　２０）

（　２８）

（  ０件）

（  ４件）

（２６８件）

（２６４人）
※前年同月との比較（－１４４）

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部まちづくり戦略室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２ 　２１１１（内線１７３）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール senryaku@city.rikuzentakata.iwate.jp

５４

食改
レシピ

　詳しくは、健康推進課保健係（内線２４３）まで。

　・米粉　　　　　　　　　　１００g

　・小麦粉　　　　　　　　　　２５g

　・塩　　　　　　　　  小さじ１／４

　・熱湯　　　　　　　　　　  ７０cc

　・玉砂糖　　　　　大さじ１と１／２

　・くるみ　　　　　　　２０～２５g

　・みそ　　　　　　大さじ１と１／２

①　くるみをすり鉢に入れてすり、みそと砂糖を加えて粗めにし、８等分にする。

　※すって調味料を合わせると、まとまりのあるあんになります。

②　米粉と小麦粉、塩を混ぜ、熱湯を注ぎ入れて箸でかき混ぜ、さらに手でよくこね、８つに分ける。

③　②のひとつを手のひらにとり、１０㎝位の大きさに丸く広げ、①を中に入れて半分に折って端を合

　わせて回りをくっつけ鎌の形にする。

　※綿棒で軽く伸ばすと広がりやすいです。

④　たっぷりの熱湯をわかし、③を入れてゆで上げ、浮いてから水に取り、冷めたらざるに上げる。

・形が草刈の鎌に似ていることから、この名がついています。農耕作業の休憩時間の〝た

ばこ〟などとして、昔から食べられています。やわらかい皮を好む場合は米粉を多くし

て小麦粉を減らすといいです。

一言メモ

＝陸前高田市食生活改善推進員協議会３０周年記念料理集『絆』より＝

  ■ 作り方

材 料（２人分）

か ま も ちか ま も ち


